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【ツールバーをカスタマイズする】 
よく使うメニューがツールバーになく、毎回メニューを選ばなくてはならないので不便です。 

 

→[ユーザー環境設定]の機能で、よく使うメニューをツールバーに設定することができます。 
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1. [ユーザー環境設定]を表示するまでの手順 

(1) メニュー[システム]-[ユーザー環境設定]を選択してください。 

 

 

 

[ユーザー環境設定]を

選択してください 
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(2) モデル編集画面からも、設定変更を行うことが可能です。メニュー[オプション]-[ユーザー環境設定]を選択してください。 

 

※どちらのメニューを用いても、今後 GXを使用する時の「ツールバー初期設定」として反映されます。 

 

[ユーザー環境設定]を 

選択してください 
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2. ツールバーの設定 

(1) [ユーザー環境設定画面]が表示されます。 左側ツリーエリアを下までスクロールし、[全般]-[ツールバー設定]をクリックしてください。 

 

 

 

[ツールバー設定]を 

クリックしてください 
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(2) 右側エリアの表示内容が[ツールバー設定]に変わります。 
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(3) ツールバーは、GXの表示画面ごとに設定します。ここでは、棚割モデル編集画面のツールバーを例に記載します。 

[棚割]タブをクリックします。 

 

 

各タブにて、 

GXの各表示画面の 

ツールバーを設定します。 

GXメイン画面 棚割モデル編集画面 店舗構成画面(オプション機能) 

[棚割]タブを 

クリックしてください 
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3. ツールバーの編集 

(1) ツールバー設定で[棚割]タブが表示されます。  

 

 

現在登録されているツールバーが 

表示されます。 

この例では、棚割モデル編集画面の 

ツールバーが3つ定義されている状態です。 

基本操作 挿入 編集／分析 
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(2) 編集したいツールバーを選択し、[編集]ボタンをクリックします。 

(ツールバー編集の例)[編集／分析]行を選択します。 

 

※選択行をダブルクリックすると、[編集]ボタンのクリックと同様に動作します。 

[編集／分析]行を 

選択します 

[編集]ボタンを 

クリックしてください 
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(3) [ツールバー詳細設定画面]が表示されます。ツールバーについての設定を行います。 

ツールバーの機能ボタンを増やす場合には、まず、機能ボタンのある[ツールバー種類]を選択します。 

(ツールバー種類変更の例) [編集]ツールバーに変更します。 

 
 

 

[ツールバータイトル]は 

お好みのタイトルに 

変更することができます。 

[編集]を 

選択してください 
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(4)  [利用可能なツールバー]一覧が変更されました。 
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(5) 左側の[利用可能なツールバー]一覧にて追加したい機能を選択し、中央の[＞]ボタンをクリックします。 

(項目追加の例) [積上げ][積下し][積数指定]を選択し、[＞]ボタンをクリックします。 

 

 

①「Ctrl」キーを押しながら、 

マウスを左クリックして 

[積上げ][積下し][積数指定]を 

選択します 

②[＞]ボタンを 

クリックします 
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(6) [積上げ][積下し][積数指定]が右側の[現在のツールバー]一覧に追加されます。 

 

 

 

選択した機能が 

追加されます 
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(7) [現在のツールバー]に不要な機能がある場合には、一覧から削除して調整します。 

(項目削除の例) [現在のツールバー]一覧から[積数指定]を選択し、[＜]をクリックします。 

 
 

 

①[積数指定]を 

選択します 

②[＜]をクリック 

してください 
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(8) [積数指定]が[現在のツールバー]一覧から削除されます。 

 

削除した機能は、[利用可能なツールバー]一覧に再度表示されます。[利用可能なツールバー]一覧～[現在のツールバー]一覧間の機能の移動は、
何度でもやり直すことができます。 

[積数指定]が 

削除されます 

[利用可能なツールバー] 

一覧に[積数指定]が 

戻ります 
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(9) ツールバーに表示されるボタンの順序は、[現在のツールバー]一覧の表示順となります。 

必要に応じて、[現在のツールバー]一覧の表示順を調整してください。 

 

 

①[現在のツールバー] 

一覧から機能を選択し、 

(複数選択可) 

[現在のツールバー]一覧に 

表示される順で、 

ツールバーが表示されます。 

必要に応じて調整することができます。 

②[∧][∨]をクリックすると、 

[現在のツールバー]一覧内で 

選択した機能が上下します 
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(10) ツールバーボタンの数が増えてくると、「区切り」がある方が見やすいケースがあります。 

必要に応じて、[区切りを挿入]ボタンをクリックし、「区切り」を入れてください。 

  

 

①[区切りを挿入] 

ボタンを 

クリックします 

②追加された[区切り]行を

クリックします 

③[区切り]の位置を 

調整します 

「区切り」の例 
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(11) 設定内容を確認し、[設定]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

[設定]ボタンをクリック 

してください 
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(12) ツールバーに設定が反映されます。 

 

 

 

設定前 

設定後 

今回の例の追加機能 

区切り線 
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ご 注 意 
□本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに付属するマニュアルおよびヘルプ（以降各マニュアルと表記します）の著作権は、 
日本総合システム株式会社にあります。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。 
□本ソフトウェアの仕様および各マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

 
※ StoreManagerは日本総合システム株式会社の日本における登録商標です。 
※ Tanawariは日本総合システム株式会社の中華人民共和国における登録商標です。 
※ Microsoft, Windows, .NET FrameworkおよびSQL Serverは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標
です。 

※ OracleとJavaは、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における登録商標です。 
※ Firebirdは、Firebird Foundation Incorporated.の登録商標です。 
※ 文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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